
日本共産党船橋市議団ニュース
２０１3年5月　No.204
日本共産党船橋市委員会
船橋市二和東 6ー 41ー 20
TEL.047（440）5240
市議団控室【船橋市役所内】
TEL.047（436）3030
FAX.047（420）7201

弁護士と議員が相談を受けます
労働相談も受けています

5 月 23 日 ( 木 )
6 月 25 日 ( 火 )

中央公民館
（部屋は１Ｆ入口案内板に掲示）

船橋市議団
☎ 047(436)3030

要
予
約

午後１時
　   ～４時と　き
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連絡先

　

3
月
市
議
会
は
、
2
月
25
日
か
ら
3
月
27
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら

は
、
2
0
1
3
年
度
予
算
、
北
部
清
掃
工
場
の

建
替
え
請
負
契
約
、
空
き
家
管
理
条
例
な
ど
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
し
て
、
北

３月議会駅物語

京成中山駅
　市川市との市境にある。開業は1915（大
正4年）年というから、もうすぐ百年にな
る駅で、有名な「中山法華経寺」に一番近い。
しかし、寺があるのは残念ながら市川市。
　利用客が案外少ない（3,500人/日程度）
のは、JRの下総中山駅と競合するため？

　

藤
代
市
長
が
「
今
期
で
や
め

る
」
と
表
明
し
、
4
期
16
年
で

市
長
を
引
退
し
ま
す
。
16
年
間

を
振
り
返
る
と
、
次
の
よ
う
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口
再
開
発
事

業
・
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
が
い

ま
も
毎
年
5
億
円
の
赤
字
補
て

ん
と
、
き
ら
ら
ホ
ー
ル
・
総
合

窓
口
の
賃
借
料
年
間
1
億
2
6
0

0
万
円
を
支
出
し
、
高
い
賃
料

を
支
払
っ
て
間
接
的
な
支
援
も

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
事

業
は
平
成
58
年
に
、
賃
貸
料
収

入
を
得
て
い
る
床
を
46
億
円
で

売
却
す
る
な
ど
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
築
後
40
年
も
た
っ
て
い

市
民
へ
の
負
担
押
し
付
け
続
け
た

　
　
　
　

  
藤
代
市
政
の
４
期
16
年

設
計
・
建
設
・
運
転
す
べ
て
民
間
ま
か
せ

お
金
と
責
任
は
市
民

朝
鮮
の
3
度
目
の
核
実
験
強
行
に
抗
議
す
る

な
ど
5
つ
の
意
見
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
継
続
す
る
な
ど

の
予
算
組
み
替
え
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

る
ビ
ル
の
床
が
こ
の
金
額
で
売

れ
る
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
葉
高
速
鉄
道
へ
今
年
度
も
9

億
3
6
0
0
万
円
を
支
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設

時
に
政
府
の
押
付
け
で
3
0
0

0
億
円
の
建
設
費
を
政
府
の
有

利
子
融
資
で
ま
か
な
う
こ
と
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
利
息
支
払

い
で
赤
字
に
な
り
、
8
4
3
億

円
の
累
積
赤
字
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
国
に
利
息
を
払
っ
て

赤
字
に
な
り
、
船
橋
市
民
が
穴

埋
め
す
る
、
こ
ん
な
お
か
し
な

こ
と
を
、
言
わ
れ
る
ま
ま
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
飯
山
満
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
の
赤
字
問
題

が
深
刻
で
す
。
昨
年
、
収
入
で

50
億
円
の
不
足
、
支
出
で
50
億

円
の
超
過
、
あ
わ
せ
て
1
0
1
億

円
の
赤
字
と
な
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
赤
字
は
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
、
市

長
は
「
市
民
に
負
担
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

他
人
ご
と
の
よ
う
な
態
度
で
す
。

　

船
橋
市
が
現
在
、
小
中
学
校

の
耐
震
化
が
千
葉
県
一
遅
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
都
市

新
年
度
予
算
組
替
案
を
提
案

市
長
提
案
の
誤
り
正
し
、市
民
要
望
の
実
現
へ

　

昨
年
の
日
本
共
産
党
市
議
団

の
「
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

68
％
の
方
が
前
年
よ
り
暮
ら
し

が
厳
し
く
な
っ
た
と
回
答
し
、

最
大
の
要
望
は
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
で
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
7
2
9
人

（
2
0
1
2
年
10
月
1
日
）、
保
育

園
待
機
児
は
1
3
6
2
人
（
2
0

1
3
年
2
月
）
、
小
中
学
校
の
過

大
校
や
教
職
員
の
多
忙
化
な
ど

の
解
決
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
こ
れ

ら
へ
の
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
予

算
組
替
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
橋
駅
南
口
再
開
発
の

巨
額
赤
字
な
ど
、
16
年
間
の
藤
代

市
長
の
失
政
の
責
任
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
退
職
金
の
全
額
返

上
を
盛
り
込
む
内
容
と
し
ま
し

た
。

予算から削減するものと歳入確保

予算に追加するもの
放射能測定器（ゲルマニウム半導体検出器 1台他）
特別養護老人ホーム建設　2箇所･３か年事業
公設公営保育所新設　100 人定員 3か所
国保料・介護保険料を値上げ前にもどす
中 3までの子ども医療費の完全無償化
住宅リフォーム地域経済応援事業を復活し増額する
地産地消自然エネルギー開発調査・導入計画作成
分譲マンションにも耐震改修助成を行う
小中学校の教員を各校 1名市独自に配置

市長の退職金全額カット
市庁舎借地料減額
東葉高速鉄道㈱出資金と利子補給の凍結
廃棄物処理施設積立金取崩し
船橋駅南口再開発事業、元金返済分削減
財政調整基金取崩し

3,500万円
6億円
15億円
21億円

1億 9,453万円
3億円

1,000万円
2,200万円

3億 2,400万円

1,988万円
4,468万円

9億 3,557万円
20億円

4億 9,750万円
20億 6,230万円

日本共産党の予算組替案　( 主な項目 )

　

船
橋
市
は
こ
れ
ま
で
、
北
部

清
掃
工
場
や
南
部
清
掃
工
場
の

再
資
源
化
施
設
建
設
で
1
0
0

億
円
近
い
お
金
を
つ
ぎ
こ
ん
で

施
設
を
建
設
し
、
い
ず
れ
も
ま

と
も
に
運
転
が
で
き
ず
廃
棄
す

る
失
敗
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
建
て
替
え
す
る
北
部

清
掃
工
場
は
、
平
成
24
年
か
ら

43
年
度
ま
で
3
5
7
億
円
の
費

用
で
、
設
計
、
建
設
、
運
転
を

民
間
会
社
に
委
託
す
る
（
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
）
予
定
で
、
3
月
議
会

で
は
、
1
3
5
億
円
の
工
事
請

負
契
約
を
決
め
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
、
ゴ
ミ
処
理
は
行
政

の
基
本
業
務
で
、
こ
れ
で
は
、

民
間
に
は
利
益
を
、
お
金
と
責

任
は
行
政
と
い
う
、
異
常
な
契

約
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

北
部
清
掃
工
場
の

         

建
て
替
え

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー
ト
）

方
式
を
ご
り
押
し
!! 

｜
北
部
清
掃
工
場
の
建
替
え
｜

公
園
の
市
民
一
人
当
た
り
面
積

が
全
国
最
低
レ
ベ
ル
と
な
っ
て

い
る
背
景
に
、
こ
ん
な
ず
さ
ん

な
財
政
運
営
が
あ
り
ま
す
。



（注）略記は次のとおりです。 自 : 自由市政会、　公 : 公明党、　共 : 日本共産党、　凛 : 凛（りん）、

　　 み : みんなの党、　市 : 市民社会ネット、　民 : 民主党、　は : はまの太郎、　高：高橋宏

発
議
案
・
請
願
・
陳
情
に

　

  

対
す
る
各
会
派
の
態
度
は

児
童
ホ
ー
ム
未
整
備
地
区
を

         

　
早
急
に
な
く
す
べ
き
!!

会
社
の
経
営
努
力

で
通
学
定
期
の

値
下
げ
は
可
能

　

東
葉
線
の
経
営
に
つ
い
て
の

質
疑
の
中
で
、
通
学
定
期
に
つ

い
て
は
、
「
値
下
げ
可
能
」
と

い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
東
葉
高
速
鉄
道
株
式
会
社

の
借
り
入
れ
金
利
が
2
分
の
1

に
も
下
が
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

抜
本
的
な
経
営
の
見
直
し
を

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
の

か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
市
は

「
金
利
が
下
が
っ
て
も
、
3
千

億
円
と
い
う
有
利
子
負
債
を
抱

え
た
ま
ま
で
抜
本
的
な
改
善
と

い
う
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

通
学
定
期
の
値
下
げ
は
可
能
と

思
わ
れ
る
の
で
、
企
業
の
経
営

努
力
で
値
下
げ
を
検
討
す
る
よ

う
申
し
入
れ
る
。
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

東
葉
線

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
補
助
額

を
、
定
員
一
人
当
た
り
3
7
0
万

円
か
ら
4
0
0
万
円
に
増
額

●
看
護
師
確
保
事
業
と
し
て
、
就
学

資
金
の
貸
付
額
を
月
2
万
円
か
ら

3
万
円
へ
引
上
げ
、
他
の
貸
付
制

度
と
併
給
可
能
に
。

●
小
室
小
学
校
及
び
旭
中
学
校
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
実

施
設
計
を
行
う
。

●
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
就
労
に
困
難

皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
現
し
ま
し
た

▲ 4 月 11 日、日比谷野外音楽堂で「消費税大増税

中止を求める国民集会」が開かれ、全国から50000

人が駆けつけました。東日本大震災の被災地の代

表は、「被災者の仕事や収入の確保は依然厳しく、

消費税は被災者に過酷な税金です」と訴えました。

　

野
田
剛
彦
議
員
が
政
務
調

査
費
を
使
っ
て
「
市
民
意
識

調
査
」
を
業
者
に
依
頼
し
た
、

と
し
て
支
払
っ
た
と
さ
れ
る

公
金
の
流
れ
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
1
0
0
条
に
基
づ

く
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

参
考
人
と
し
て
招
致
さ
れ

た
竹
口
由
利
人
氏
は
、「
金

は
受
け
取
っ
た
。
し
か
し
金

は
会
社
に
は
入
れ
ず
、
自
分

の
フ
ト
コ
ロ
に
入
れ
た
」
と

し
、「
市
民
意
識
調
査
を
し
た

わ
け
で
は
な
く
」
野
田
佳
彦

国
会
議
員
の
秘
書
と
し
て
得

た
国
の
動
向
や
、
市
民
の
相

談
か
ら
得
た
話
を
、
野
田
剛

彦
氏
に
渡
し
て
い
た
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
聞
報
道
や
議

会
で
話
題
に
な
っ
た
後
に
、

「
東
央
工
美
」
と
い
う
会
社
の

平
成
23
年
度
の
収
入
と
し
て

「
過
年
度
分
の
計
上
を
し
た
」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

野
田
剛
彦
氏
は
、
な
ぜ
自

分
の
「
個
人
の
資
産
か
ら
」
お

金
を
市
に
「
返
金
」
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？ 

疑
わ
れ
る
の

は
、
野
田
剛
彦
議
員
か
ら
竹

口
由
利
人
氏
に
支
払
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
法
人
発

行
の
「
領
収
書
」
も
、
そ
の
法

人
の
経
済
活
動
と
は
無
関
係

だ
っ
た
、
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

お
金
が
、
竹
口
氏
に
渡
っ

て
い
た
と
し
て
も
、「
市
民
意

識
調
査
の
内
容
」
に
ふ
さ
わ
し

い
使
わ
れ
方
で
は
な
い
か
ら

「
返
金
」
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
に
し
て

も
「
公
金
を
だ
ま
し
と
っ
て

い・
た・
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。

野
田
剛
彦
議
員
の

　  
「
政
務
調
査
費
」
返
金
の
怪
！

元
自
衛
官
が

ど
う
し
て

危
機
管
理
の

　   

専
門
家
？

　

市
は
、「
防
災
・
危
機
管
理
を

強
化
す
る
た
め
専
門
的
な
知
識

を
も
っ
た
人
材
を
配
置
す
る
」

と
し
て
、
新
年
度
か
ら
新
た
に

「
危
機
管
理
監
」
の
ポ
ス
ト
を

設
置
し
、
こ
の
3
月
ま
で
陸
上

自
衛
隊
に
所
属
し
て
い
た
退
職

自
衛
官
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
3
月
議
会

３
月

議
会

で
、
「
大
災
害
発
生
時
に
必
要

に
応
じ
て
自
衛
隊
の
協
力
を
求

め
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、

自
衛
隊
は
軍
隊
で
あ
り
自
衛
隊

員
は
災
害
対
応
の
専
門
家
で
は

な
い
。
市
民
防
災
の
中
核
を
担

う
人
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
市
役
所
内
の
防
災
・
消
防

関
係
職
員
の
中
か
ら
任
命
す
べ

き
」
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
児
童
ホ
ー
ム
」
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ご
と
に
一
館
を
設
置
す

る
構
想
の
も
と
に
設
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
4
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
二
和
、
大
穴
、
本

町
、
坪
井
地
区
）
が
未
整
備
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
地

区
に
お
け
る
児
童
ホ
ー
ム
整
備

に
つ
い
て
藤
代
市
長
は
ど
の
よ

う
な
道
筋
を
つ
け
て
い
る
の
か

質
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
「
児
童
ホ
ー
ム

は
地
域
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
あ
る
。
担
当
課

の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
用
地
を
今

当
っ
て
い
る
。
地
域
の
皆
様

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
を
展
開

す
る
目
安
と
し
て
引
き
継
ぎ
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

を
抱
え
て
い
る
若
者
を
支
援
す
る
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
開
始
。

●
交
通
不
便
地
域
へ
の
支
援
と
し
て
、
八

木
が
谷
・
丸
山
・
田
喜
野
井
地
区
で
、

バ
ス
が
本
格
運
行
。
北
習
志
野
駅
と

東
葉
線
飯
山
満
駅
か
ら
医
療
セ
ン

タ
ー
行
き
バ
ス
の
試
行
運
転
を
開
始
。

●
広
域
避
難
施
設
と
な
っ
て
い
る
運
動
公

園
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
。

●
公
民
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
高
根
公
民

館
に
設
置
、
丸
山
公
民
館
で
は
設
置

に
む
け
て
設
計
を
実
施
。

北朝鮮による三度目の核実験に抗議する決議

四市複合事務組合第２斎場の早期建設に関する意見書

35人学級実施見送りの撤回に関する意見書

公設市場「芝山ショッピングプラザ」再生・再開に関する陳情

生活保護基準の大幅な切り下げ反対に関する意見書

保育所入所選定基準の見直しに関する陳情

年金 2.5％の削減中止を求める意見書提出に関する陳情

行き届いた教育に関する請願
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×

×

×
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×
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○
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○
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○
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○
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結果   共    自    公    凛    み    市    民    は    高

○

○

○

○

○

×

○

○

国
保
料
介
護
保
険
料
滞
納
世
帯
に

     

14・6
%
も
の
延
滞
金
を
賦
課

　

市
は
4
月
1
日
か
ら
市
の
徴

収
金
に
つ
い
て
標
記
の
延
滞
金

を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
め
て
い

ま
す
。
国
保
料
・
介
護
保
険
料

は
所
得
が
な
く
て
も
保
険
料
が

か
か
り
、
低
所
得
層
に
は
大
変

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
2
月
末

で
、
国
保
料
の
滞
納
世
帯
は
、

加
入
世
帯
の
17
％
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
低

所
得
な
ど
支
払
が
困
難
な
世
帯

に
も
一
律
に
延
滞
金
を
課
す
こ

と
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
市
は
、
あ
く

ま
で
も
滞
納
者
に
は
延
滞
金
を

賦
課
す
る
と
し
て
い
ま
す
。


